
  
 

 

 

ごあいさつ 

                                      会長 長倉 正裕 

 同窓会会員の皆様、こんにちは。この度、同窓会会長となりました長倉と申します。よろしくお願い

いたします。杉山前会長におかれましては、長きにわたり同窓会の発展に心を砕かれ、ご尽力いただき

ました。同窓会親睦会では、毎回、質問会を開いて私達の悩み等を親身に聞いてくださり、適切なアド

バイスをいただきました。誠にありがとうございました。今後は、顧問として同窓会の更なる発展の為

にご協力いただきますようよろしくお願いいたします。不肖私は同窓会での経験も浅く、杉山前会長と

同じようにはなれませんが、少しでも近づけるよう精進していく所存です。同窓会の皆様、校長先生を

はじめ教職員の皆様にはご支援の程、よろしくお願い致します。 

 さて、コロナ禍の同窓会活動は、総会と親睦会は3年間休止した状態であり、卒業生の親睦会も今年

は中止となりました。理事会も年に一度集まれるかどうかです。「袖すり合うも多生の縁」という言葉

がありますが、コロナ禍では袖すり合うことさえ難しく感じます。今後は通常の生活に戻っても、以前

とは違う生活様式になるのかもしれません。それでも、わかば支援学校と教職員の皆様、そして友だち

と保護者の皆様とのご縁はこれからも続いていきます。顔を合わせる機会が減っても、同窓会は会員同

士をつなぐ貴重な会であることに変わりはありません。 

 もう少しだけ辛抱の時期が続きますが、皆様と再会できる日を楽しみにしております。今後もわかば

支援学校同窓会をよろしくお願い致します。 

 
ありがとうございました 

前会長 杉山 浩子 

今年度をもちまして同窓会会長を退任することになりました。 

平成２５年に前田修次会長よりバトンを受けて以来、４期８年間を務め、本年長倉正裕会長にバト

ンタッチが出来たことを大変うれしく思っております。これもひとえに同窓会の皆様と校長先生、教

頭先生をはじめ事務局の先生方のご支援ご協力のお陰と深く感謝申し上げる次第でございます。 

顧みますと、在任中に校舎改築全工事が終了したこと、また、同窓会設立３０周年を皆様と祝う事

が出来たことはとても嬉しい事柄でした。また、「同窓会会報」が「わかば支援学校」のWebサイト

にアップされるようになり、スマホ等でも見る事が出来るようになりました。これからも同窓会は会

員の融和、絆を深める魅力ある活動を継続して行くと思います。 

今年度で、会長職は卒業ですが、「わかば」の同窓生としてこれからもどうぞ宜しくお願い致しま

す。 

結びに「わかば支援学校」と「同窓会」の更なる発展と同窓生の皆様が、それぞれの地域で元気に、

穏やかに、自分らしく暮らしていかれることを心より祈念いたしまして、お礼のあいさつといたしま

す。ありがとうございました。 

 

長年本校の同窓会にご尽力頂いた杉山様に同窓会より感謝状と記念品を贈呈させて頂きました。 
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ご挨拶 

                                          校長 荒川 昌浩 

同窓会会員の皆様には、日頃より同窓会活動にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、この度同窓会第５代会長杉山浩子様が勇退されることになりました。杉山会長におかれましては、

平成２５年度から令和 3 年度まで４期８年にわたり会長として同窓会の発展にお力添えいただきまし

た。この場をお借りして感謝申し上げます。 

後任の第６代会長には、長倉正裕様が就任されました。長倉新会長様におかれましては、コロナ禍の

同窓会活動の在り方などの難題に正面から取り組んでいただけるものと確信しております。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症はなかなか収束せず、７月末には県内の感染者が千人を超えるという異常

事態となってしまったため、令和３年度高等部卒業生に限定した親睦会さえも開催することができませ

んでした。昨年度は一歩前進したのですが、今年度は残念ながら昨年度から一歩後退したような形にな

ってしまいました。 

世の中は「With コロナ」という流れになっていくと思われますが、来年度こそは２歩も３歩も前進

し、総会・親睦会が何かしらの形で開催できることを願ってやみません。 

 会員の皆様も引き続き感染症対策にご留意され、健康な毎日を送っていただけますようお祈り申し上

げます。 

 

 

信じて待つこと  

PTA会長 中西 紀二 

仲秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。はじめに、本校教職員の先生方には、日頃

より同窓会会員へのお心遣いと感染症予防の徹底にご尽力頂き誠に有難うございます。紙面をお借りし

て心より感謝申し上げます。今年度PTA会長を務めさせて頂きます中西です。宜しくお願い致します。 

私は長男が高等部 3 年、次男が中学部 3 年でお世話になっております。福岡から山梨へ移住し、わ

かば支援学校に在籍して 3 年が過ぎ、来春には長男は就職、次男は進学という人生の分岐点を迎えま

す。 

「そんな彼らに父親として出来ることは何か？」自問自答の日々が続いていますが、私は彼らを信じ

て待つ姿勢を大事にしたいと思っています。本人がどうしたいのか？本人がどう思っているのか？を最

優先し、後方支援にまわるつもりです。いつ出るか分からない答えを待つのはしんどいものですが、私

の価値観や固定観念を押し付けることなく待ち続けたいと思います。彼らの先導役は先生方にお任せし

て、私は後方から見守り続ける。人生の分岐点を迎えた彼らに必要なのは、学校と家庭とが連携したサ

ポート体制ではないかと思う今日この頃です。 

コロナの状況次第となりますが、会員の皆様方と直接お会い出来る機会が来ますことを切に願ってお

ります。 



 

新会員の皆さん 

 

 

小松 佳人さん（令和３年度卒業生） 

わかばを卒業して半年がたちました。僕は今オギノ甲斐敷島店のデリカ部門で 

お惣菜を作るお仕事をしています。働き始めて半年がたち、任せてもらうお仕事 

も増えお惣菜を作ってパックに詰めるお仕事以外にも値札付けや店頭にお惣菜を 

並べる品出しもさせてもらっています。４月当初は、職場が年上の方ばかりで戸 

惑う事も多くありましたが、店長さん、マネージャーさんをはじめ職場の皆さん 

が優しく見守ってくれているので今は安心していろいろな事にチャレンジしてい 

ます。自転車での通勤も頑張っています。 

頂いたお給料は、お小遣い以外は、親に渡し貯金してもらっています。初めて 

のお給料で、ラーメンを食べに行ったり、絵を描く材料を買ったりしました。漫 

画本も大人買いしました。平日にお休みの事が多いので映画を観に行ったり、ラ 

ザウォークに遊びに行ったりしています。 

わかばで友達や先生達と過ごした６年間は僕にとって宝物です。コロナが落ち着いたら、また皆で会

いたいです。会える日を楽しみに毎日頑張ります。 

 

 

 

 

                      中込 理恵子さん（令和３年度卒業生 中込 光祐さんの母）       

光祐は小学部1年生から12年間わかばに通いました。小学部の頃は、毎

日水遊びをして、授業参観でも教室に入らず椅子にも座らない多動の日々で

した。そんな光祐が、様々な先生方の教育と愛情により今現在まで成長する

ことができました。 

 学校を卒業して事業所に通い始めると、最初は学校へ行けない寂しさと悲

しさで食事もとれなくなったのですが、先生方や放課後デイ、現在の事業所

のスタッフさんからの励ましで、なんとか少しずつ意欲が出るようになりま

した。 

 今は、かおりの家南アルプスへ毎日通い、毎月の貯金を楽しみに仕事を頑

張っています。時々、「わかばの卒業生や同級生も頑張っているから、僕も頑

張ります！いつかお金が貯まったら甲斐市に引っ越して住みます！！」と夢

に向かって、一日一日を過ごしています。 

                  今まで光祐に関わって下さった先生方すべての皆様に感謝です。ありがと 

    うございます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

青木 禎子さん(令和３年度卒業生 青木 さやさんの母） 

 娘のさやは、3月にわかばを卒業し、その後ぎんが工房さんで元気に活動して 

います。主な作業は、陶芸での箸置き作りやブラケット、鍵のバリ取り、シール 

貼りなどです。夕方はびゅーさんへ行き、コアラさんに送ってもらって自宅に 

帰るという毎日です。 

 新しい環境に上手く馴染めるかと心配しましたが、わかばで「働く」という 

ことについて教えていただいたお陰で嫌がることもなく休日稼働の日も意欲的 

に通えています。 

 ７月下旬に「８月になったらぎんがはお休みです。」と言い、私を青ざめさせ 

ました。夏休みが恋しかったようです。わかばのみんなに会えなかったのも寂し 

かったみたいです。 

 いただいたお給料は、大好きなものを買うために貯金しています。おかあさんといっしょのＤＶＤ代

になったり、出かけた時のお土産代になったりする予定です。 

 たくさんの方々のおかげで大きくなってこれれたと感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

 

 

 

 

                    兼子 千恵子さん(令和３年度卒業生 兼子 大輝さんの母） 

              息子が卒業して、ヤマト運輸韮崎センターに入社してから半年が経ちま 

した。学校に在籍していた頃から実習に行っていたこともあり、社員の皆 

様にもあたたかく迎えてもらいました。家から会社まで片道６キロの道の 

りを毎日自転車で通っています。夏の暑いひざしの中、会社に着く頃には 

汗びっしょり。仕事も荷物の仕分けなど力仕事でたくさん汗をかいていま 

す。社員の皆様にも可愛がって頂き、毎日嫌がらず通っています。帰って 

くると「今日はこんな仕事をしたよ。」「誰々さんがお菓子をくれたよ。」 

と嬉しそうに話してくれます。人の名前を覚えるのが苦手ですが、一生懸 

命覚えようと努力している姿に成長を感じています。今日も仕事の準備を 

しっかりとして自転車に乗って出掛けて行きました。その後ろ姿は立派な 

社会人です。 

 感染症が落ち着き、また皆さんにお会いできる日を楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

今年度は新型コロナウイルス感染症予防のため、令和4年度総会・親睦会は 

実施できませんでした。 

来年度は感染症が落ち着き、皆で同窓会総会・親睦会が行えると良いですね。 

皆さまに会える日を楽しみにしています。 


